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主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

2009 年 12 月 

 
神を仰ぎ、人に仕う 

Ｎｏ．14 

行事・集会のご案内 

 

 

■クリスマス礼拝 1 

日 時：2009 年 12 月 16 日（水）10 時 30 分～11 時 10 分 

  （開場 10 時 00 分 受付終了 10 時 20 分） 

対象学科：コミュニティ政策学科・児童学科・人間福祉学科  

説 教：「主よ、今こそ」 

秋山 徹 先生（日本基督教団 上尾合同教会牧師） 

会 場：チャペル 

 

■クリスマス礼拝 2 

日 時：2009 年 12 月 17 日（木）10 時 30 分～11 時 10 分 

  （開場 10 時 00 分 受付終了 10 時 20 分） 

対象学科：政治経済学科・欧米文化学科・日本文化学科 

説 教：「クリスマスに知る －何のための人生か」 

近藤 勝彦 先生（東京神学大学学長） 

会 場：チャペル 

 

『ご注意ください』 

1. 当日は IC カード学生証を使って出席チェックを行います。学生証を持参して下さい。 

2. それぞれのプログラムの開始 10 分前に受付終了となります。それ以降はチャペルへの 

入場はできません。 

3. 当日はチャペル入場時に、献金をささげます。金額は自由です。各自ご用意下さい。 

4. 式典にふさわしい服装（男性はネクタイ着用）で出席してください。 

5. 当日は１限の最後 10 分と 2 限の最初が 30 分、授業割愛になります。 

 

「４週のともしび」 

「あなたがたも、夜が明け、明星がのぼって、あなた 

がたの心の中を照すまで、この預言の言葉を暗やみに 

輝くともしびとして、それに目をとめているがよい。」 

（ペテロの第二の手紙 第 1章 19 節） 

      

クリスマスは、闇のこの世の中に永遠の光としての神の御子イエス・キリストが到来

し、私たちに生きる希望と力を与えてくれる時です。古来クリスマスを迎える季節４週

間のアドヴェント(待降節)に、毎週１本ずつロウソクをともす習慣がありました。この１本

１本に、名前がついております。第１週“Hope”のともしび、第２週“Peace”のともしび、

第３週“Joy”のともしび、第４週“Love”のともしびです。これらのロウソクの色は、待降

節の典礼の色を表すべく薄紫が使われます。それは忍耐と待望の色であり、待降節

は主イエス・キリストがお生まれになるまで神の民がしたように、私たちも主イエス・キリ

ストが再び私たちに会われるまで忍耐と練達と希望の時を生きる季節だからです。神

の御子は天上で生まれ、ひとりの女子マリアに生まれ、そして私たちを含むすべての

者の心にお生まれになり、お姿を顕わされるのです。 

待降節は、私たちにその真理を教え、私たちに実践的にその訓練をさせてくれる季

節なのであります。なおアドヴェントのロウソクの色は前述のとおり一般に薄紫ですが、

第３週のロウソクのみはクリスマスの喜びの先取りとして、“Joy”にふさわしく、喜びの桃

色のロウソクが使われることがあります。そしてクリスマス当日には、神の子を象徴する

大きな純白のロウソクが４本のロウソクの中心におかれ、火がともるのです。 

                              （学長 阿久戸光晴） 

 

 

 



 

聖学院教会祈祷会         12 月 10 日 イザヤ書 第 24 章 菊地    順 チャプレン 

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】     12 月 17 日 イザヤ書 第 25 章 東野 尚志 牧師 

 
「よくよくあなたがたに言っておく。一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それはただ一粒のままである。しかし、もし死んだなら、豊かに実を結ぶようになる。」 

       （ヨハネによる福音書 第 12 章 24 節） 

年間聖句 

2009 

 

 

12 月 9 日（水） 12 月 8 日（火） 

12 月 11 日（金）12 月 10 日（木）

奨励者 小倉 義明 

（聖学院院長・キリスト教センター所長） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 546 番 

交読文 7（詩 24 篇） 

聖 書 ルカによる福音書 

  15 章 11～24 節（新約 P.115）

祈 祷 

奨 励 「走り寄る愛」 

祈 祷  

讃美歌 121 番 

後 奏  
 

奨励者 柳田 洋夫 

（人文学部副チャプレン） 

司会者 左近 豊 

奏楽者 荻野路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 545 下番 

讃美奉献 学生有志“恵み感じて” 

聖 書 マタイによる福音書 

  7 章 9～12 節（新約 P.10） 

祈 祷 

奨 励 「『空気』を越えた愛」 

祈 祷  

讃美歌 97 番 

後 奏  
 

奨励者 山添 仰 

（埼玉ＹＭＣＡ本部事務局主任主事） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 539 番 

交読文 13（詩 46 篇） 

聖 書 マタイによる福音書 

     25 章 14～30 節（新 P.41） 

祈 祷 

奨 励 「タラント」 

祈 祷  

讃美歌 121 番 

後 奏  

 

◇音楽による讃美礼拝◇ 
 

司会・奨励 濱田 辰雄 
（聖学院みどり幼稚園園長） 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美奉献 みどり幼稚園あすなろ会 

「すべての家に」他 

聖 書 ヨハネによる福音書 

     1 章 9～13 節（新約 P.135）

祈 祷 

奨 励 「クリスマスの光」 

祈 祷  

讃美奉献 「マリアはみこを」他 

讃美歌 111 番（1,3,4） 

後 奏  
 

12 月 15 日（火）

奨励者 菊地 順 

（人文学部チャプレン） 

司会者 橋野 弘 107Ｐ 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 541 番 

交読文 14（詩 50 篇） 

聖 書 ヨハネによる福音書 

   12 章 24～25 節（新約 P.161）

祈 祷 

奨 励 「命を捧げるために」 

祈 祷  

讃美歌 Ⅱ編 128 番 

後 奏  
 

クリスマス献金 
 
 

 

クリスマス献金は、下記団体にお献げします。クリスマス礼拝開始前、チャペル

入口にてお献げください。神様の恵みに感謝しつつ、心を込めて用意しましょう。 
 

社会福祉法人 久美愛園 

ＮＰＯ自立生活支援サポートセンター もやい 

児童養護施設 光の子どもの家 

児童養護施設 ホザナ園 

学校法人 日本聾話学校 

隠退牧師老人ホーム 信愛荘 

特別養護老人ホーム 川越キングスガーデン 

 

聖学院教会 

クリスマスイブ礼拝 
 
12 月 24 日(木)19 時から、聖

学院教会ではクリスマスイブ

礼拝をチャペルで行います。

クリスマスを教会で過ごして

みてはいかがですか？ 


